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（
桐
生
競
艇
場
）�

（
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
）�

　
　
　
　
合
併
へ
の
動
き
が
桐

生
広
域
圏
内
の
町
村
か
ら
太
田

市
に
な
っ
た
が
、
合
併
は
あ
く

ま
で
住
民
の
意
志
を
尊
重
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
合
併
の
基
本
的
な
考

え
は
、
住
民
の
意
志
が
最
優
先

さ
れ
る
。
桐
生
広
域
圏
は
、
関

東
で
も
お
手
本
に
な
る
く
ら
い

広
域
行
政
が
進
ん
で
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
自
然
体
の
合

併
を
望
ん
で
い
た
が
、
任
意
合

併
協
議
会
設
立
の
合
意
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。�

　
こ
こ
で
、
生
活
基
盤
中
心
の

桐
生
広
域
圏
の
合
併
か
ら
、
産

業
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

太
田
市
と
の
合
併
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。�

　
　
　
　
競
艇
収
益
の
現
状
と
、

施
設
借
上
げ
料
の
引
き
下
げ
、

法
定
交
納
付
金
の
引
き
下
げ
、

開
催
諸
経
費
の
見
直
し
の
三
つ

の
課
題
の
実
現
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
度
の
競

艇
事
業
は
、
第
八
回
終
了
の
十

一
月
二
十
四
日
ま
で
に
七
十
五

日
間
開
催
し
た
が
、
収
支
状
況

は
、
約
三
億
四
千
万
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。�

　
な
お
、
施
設
借
上
げ
料
引
き

下
げ
等
の
三
課
題
に
つ
い
て
は
、

実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
。�

　
　
　
　
桐
生
広
域
圏
は
、
将

来
ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え
て
い

た
が
、
任
意
合
併
協
議
会
が
設

立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
広
域
圏
事
業
の
主
な
施
設

の
負
担
割
合
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。�

　
　
　
　
広
域
圏
と
し
て
行
っ

て
い
る
事
業
は
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
、
斎
場
、
消
防
、
厚
生
病
院

が
あ
る
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設

関
係
費
は
、
人
口
割
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
均
等
割
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

ご
み
の
搬
入
量
割
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
基
本
と
し
て
競
艇
事
業

の
恩
恵
を
受
け
な
い
三
村
に
つ

い
て
は
、
均
等
割
分
を
負
担
軽

減
し
て
い
る
。
厚
生
病
院
は
、

増
改
築
に
係
わ
る
元
利
償
還
金

や
運
営
事
業
費
、
医
療
機
器
整

備
費
に
対
し
て
、
桐
生
市
が
九

十
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
町
三
村
で

十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
斎
場

は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
、
消

防
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
組
合

へ
移
管
し
た
の
で
施
設
建
設
関

係
の
負
担
割
は
な
い
。�

　
　
　
　
広
域
圏
施
設
の
職
員

派
遣
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。�

　
　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
派

遣
職
員
は
、
二
十
三
人
。
斎
場

は
、
九
人
。
消
防
は
、
消
防
長

の
み
で
あ
る
。
厚
生
病
院
は
、

三
人
派
遣
し
て
い
る
。�

関　口　直　久（日本共産党）�

森　下　清　秀（政　友　会）�

石　井　秀　子（桐　愛　会）�

下　田　文　男（フォーラム桐生）�

岡　部　純　朗（市政クラブ）�

中　田　米　蔵（日本共産党）�

寺　口　正　宣（公　明　党）�

園　田　恵　三（フォーラム桐生）�

岡　部　信一郎（市政クラブ）�

大　澤　幸　一（フォーラム桐生）�

佐　藤　貞　雄（日本共産党）�

飯　山　順一郎（自由クラブ）�

鈴　木　輝　且（公　明　党）�

小　滝　芳　江（フォーラム桐生）�
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（
お
た
っ
し
ゃ
停
留
所
）�

（
お
り
ひ
め
バ
ス
）�

（
閉
鎖
さ
れ
た
ハ
ー
ト
ピ
ア
桐
生
）�

（
保
険
年
金
課
）�

　
　
　
　
県
下
一
の
高
齢
化
と
、

そ
れ
に
伴
う
医
療
費
上
昇
に
対

し
、
ど
う
取
り
組
む
か
。�

　
　
　
　
高
齢
化
に
伴
う
医
療

費
増
大
は
、
国
も
抜
本
的
な
改

革
を
現
在
研
究
し
て
い
る
。
桐

生
市
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

「
元
気
織
り
な
す
桐
生
21
」
を

策
定
し
、
喫
煙
、
休
養
、
こ
こ

ろ
の
健
康
、
栄
養
・
食
生
活
、

歯
の
健
康
な
ど
の
六
項
目
の
生

活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
の
事
業

を
実
施
し
、
健
康
、
寿
命
の
延

伸
を
目
指
し
て
い
る
。�

　
特
に
高
齢
化
医
療
対
策
と
し

て
、
保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問

と
医
療
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。�

　
健
康
増
進
事
業
と
し
て
は
、

お
た
っ
し
ゃ
停
留
所
に
自
動
血

圧
計
を
設
置
、
生
き
生
き
リ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操
を
実
施
し
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
と
連
携
を

と
り
、
老
人
医
療
費
の
引
き
下

げ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。�

　
　
　
　
子
供
が
三
人
以
上
い

る
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
な
ど
の

支
援
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。�

　
　
　
　
現
在
、
所
得
が
一
定

額
未
満
の
世
帯
に
対
し
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
賃
貸
住
宅
と
持
家
と
の
均

衡
が
あ
り
家
賃
補
助
は
当
面
実

施
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
太
田
市
と
の
合
併
問

題
は
避
け
て
と
お
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
う
が
そ
れ
に
向
け

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
に「
桐

生
太
田
合
併
研
究
会
」
が
ス
タ

ー
ト
し
、
今
後
両
市
で
共
同
研

究
を
行
い
、
そ
の
後
、
両
市
長

に
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
五
年
の
合
併
特
例
法
の

期
限
内
で
の
合
併
を
目
指
す
。�

　
　
　
　
川
内
町
一
丁
目
奥
ま

で
の
お
り
ひ
め
バ
ス
運
行
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。�

　
　
　
　
現
在
、
川
内
町
一
丁

目
方
面
へ
は
、
川
内
・
広
沢
線
、

名
久
木
・
梅
田
線
の
二
路
線
が

運
行
さ
れ
て
い
る
。
小
倉
会
館

前
バ
ス
停
か
ら
奥
の
路
線
運
行

は
地
元
か
ら
も
要
望
が
出
て
い

る
。
こ
の
路
線
は
、
以
前
に
も

要
望
が
出
さ
れ
、
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、
道
路
形
状
が
厳
し

い
と
こ
ろ
か
ら
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
経
過
が
あ
る
。
こ
の
区

間
は
、
お
り
返
し
運
転
の
回
転

場
所
、
道
路
事
情
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
る
運
行
時
間
な
ど
の

解
決
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
路
線
と
の
調
整
等
も
必
要

で
あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

　
　
　
　
桐
生
専
門
店
会
商
品

券
の
利
用
推
進
の
経
緯
及
び
次

年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。�

　
　
　
　
桐
生
商
工
会
議
所
商

業
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
桐

生
地
域
振
興
券
推
進
協
議
会
を

発
足
さ
せ
、
地
元
商
品
券
利
用

推
進
の
た
め
の
研
究
を
行
い
、

市
内
の
百
二
十
八
事
業
所
に
商

業
振
興
を
図
る
た
め
の
協
力
依

頼
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
な
お
、
次
年
度
以
降
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。�

　
　
　
　
「
厚
生
年
金
ハ
ー
ト

ピ
ア
桐
生
」
の
施
設
閉
鎖
後
の

経
過
と
、
広
大
な
土
地
を
区
画

整
理
の
代
替
地
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
か
。�

　
　
　
　
「
厚
生
年
金
ハ
ー
ト

ピ
ア
桐
生
」
は
、
平
成
十
四
年

六
月
に
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
に
つ

い
て
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
か

ら
「
国
有
財
産
の
利
用
展
望
に

つ
い
て
」
の
照
会
が
あ
り
、
関

係
部
局
と
調
整
を
行
っ
た
が
利

用
計
画
も
な
く
、
取
得
要
望
す

る
部
局
も
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
旨
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
あ

て
に
回
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、

代
替
地
と
し
て
の
利
用
予
定
も

な
い
。�

　
　
　
　
合
併
特
例
債
は
、
財

政
危
機
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
市
町
村
が
合
併
す
る

こ
と
に
よ
る
、
新
し
い
都
市
と

し
て
の
建
設
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
事

業
に
対
し
、
合
併
特
例
債
が
適

用
さ
れ
る
。
こ
の
合
併
特
例
債

の
充
当
率
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
七

十
パ
ー
セ
ン
ト
が
交
付
税
措
置

さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
返
済
計
画
等
は
、
合
併
の

枠
組
み
が
決
ま
っ
た
段
階
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。�

　
　
　
　
国
保
被
保
険
者
証
不

交
付
世
帯
の
実
態
把
握
は
ど
う

か
。�

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
災
害
そ
の
他
特

別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
国
保
税
を
滞
納
し
、
な
お

か
つ
、
再
三
の
納
税
相
談
や
指

導
等
に
も
応
じ
な
い
世
帯
に
対

し
、
被
保
険
者
証
に
替
え
て
資

格
証
明
書
を
交
付
し
て
い
る
。

な
お
、
被
保
険
者
証
が
な
く
て

病
院
に
行
け
な
い
等
の
実
態
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
納
税
相

談
等
を
行
う
中
で
、
資
格
証
明

証
か
ら
短
期
被
保
険
者
証
に
切

り
替
わ
る
方
が
増
え
つ
つ
あ
り
、

今
後
と
も
納
税
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。�
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弁�
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質
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質
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国
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（
市
役
所
）�

（
運
動
公
園
付
近
）�

（
太
田
市
役
所
）�

（
錦
桜
橋
）�

錦
桜
橋
対
策�

　
　
　
　
市
民
一
人
当
た
り
の

職
員
人
件
費
が
、
県
内
主
要
都

市
に
比
べ
て
高
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、

毎
年
減
少
し
つ
つ
も
、
公
立
の

保
育
園
や
幼
稚
園
が
他
市
に
比

べ
て
多
い
こ
と
や
、
他
市
に
は

な
い
動
物
園
が
あ
る
こ
と
、
出

張
所
機
能
も
有
す
る
公
民
館
の

充
実
な
ど
、
き
め
細
か
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
力
を
注
い
だ
結
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
平
成
十
五
年
度
の
緊

急
地
域
雇
用
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
基
金
事
業
は
、
国
の
基
金

事
業
を
活
用
し
て
、
雇
用
・
就

業
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で

あ
る
。
県
か
ら
の
事
業
実
施
要

望
調
査
時
点
に
お
い
て
、
部
長

会
議
や
庁
内
メ
ー
ル
等
で
全
課

に
取
り
組
み
を
依
頼
し
た
。�

　
平
成
十
四
年
度
は
、
六
課
よ

り
九
事
業
、
四
十
八
人
の
延
べ

五
千
八
百
八
十
一
人
の
雇
用
を

予
定
し
て
い
る
。
平
成
十
五
年

度
は
、
二
十
六
件
と
大
幅
増
の

申
請
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
県

の
予
算
で
、
桐
生
市
の
事
業
が

多
く
採
択
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
。�

　
　
　
　
あ
か
ぎ
国
体
開
催
時
、

相
生
運
動
公
園
脇
に
、
東
武
鉄

道
と
上
毛
電
鉄
の
新
駅
設
置
を

断
念
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
新
駅
設
置
は
、
周
辺

の
住
民
や
運
動
公
園
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
に
有
効
だ

が
、
予
定
地
は
勾
配
が
き
つ
い

た
め
電
車
を
停
車
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
い
な
ど
、
技
術
的
に
困

難
な
面
が
あ
り
断
念
し
た
経
緯

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、

技
術
的
に
新
駅
設
置
は
可
能
だ

が
、
両
鉄
道
と
も
乗
客
が
毎
年

減
少
し
て
お
り
、
新
駅
設
置
の

経
費
は
、
地
元
自
治
体
の
全
額

負
担
と
な
る
た
め
、
設
置
に
は

需
要
見
込
み
の
把
握
や
研
究
が

必
要
で
あ
る
。�

　
　
　
　
山
田
川
護
岸
工
事
に

つ
い
て
、
用
地
買
収
の
進
ち
ょ

く
や
今
後
の
工
事
の
予
定
は
。�

　
　
　
　
天
神
橋
上
流
約
二
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
は
、
河
川
改
修

が
終
了
し
て
い
る
が
、
用
地
買

収
が
完
了
し
た
約
百
二
十
メ
ー

ト
ル
に
つ
い
て
は
、
工
事
発
注

済
で
あ
る
。
用
地
買
収
の
進
ち

ょ
く
は
、
約
五
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
予
定
地
の
地
権
者

に
対
し
、
今
後
現
状
説
明
を
行

い
、
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

平
成
二
十
三
年
度
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。�

　
　
　
　
合
併
に
つ
い
て
、
太

田
市
と
の
合
併
後
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
具
体
的
な
考
え
は
。�

　
　
　
　
合
併
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
の
独
自
性
を
尊
重
し
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た
文
化
、
芸
術
、

伝
統
芸
能
等
尊
重
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
後
は
中
心
地
に
小

さ
な
行
政
府
を
置
き
、
行
政
事

務
は
、
今
ま
で
の
市
で
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
合
併
に
よ
り

地
域
の
特
性
を
失
わ
な
い
よ
う
、

将
来
に
向
か
っ
て
発
展
で
き
る

三
十
万
都
市
と
し
て
、
夢
の
あ

る
中
核
都
市
を
目
指
し
た
い
。�

　
　
　
　
出
産
費
用
の
委
任
払

い
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
桐
生
市
国
保
の
出
産

育
児
一
時
金
の
給
付
額
は
三
十

三
万
三
千
円
で
、
国
基
準
の
三

十
万
円
に
上
乗
せ
し
て
い
る
。

　
受
領
委
任
払
制
度
は
、
退
院

時
の
支
出
軽
減
を
図
る
た
め
、

出
産
育
児
一
時
金
の
範
囲
内
で
、

直
接
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と

を
平
成
十
四
年
十
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
周
知
は
、
広

報
き
り
ゅ
う
へ
の
掲
載
や
、
地

方
新
聞
上
で
の
紹
介
等
で
図
っ

て
き
た
が
、
制
度
利
用
拡
大
の

た
め
、
今
後
も
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。�

　
　
　
　
介
護
保
険
関
連
施
設

へ
の
待
機
者
解
消
策
と
、
桐
生

厚
生
総
合
病
院
の
介
護
療
養
型

施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
八
月
末

現
在
、
待
機
者
は
五
百
六
十
四

人
で
あ
る
。
事
業
計
画
で
は
、

今
後
三
年
間
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
を
含
め
四
百
八
人
の
待
機

者
解
消
を
計
画
し
て
い
る
。
な

お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
は
、
家
族
の
状
況
な
ど

に
応
じ
、
必
要
性
が
高
い
申
込

者
の
入
所
優
先
が
、
施
設
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
ま
た
、
桐

生
厚
生
総
合
病
院
で
は
急
性
期

医
療
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
設
け
、

複
合
的
機
能
の
施
設
と
し
て
効

率
的
な
運
営
を
検
討
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
錦
桜
橋
の
橋
り
ょ
う

の
高
さ
の
根
拠
と
降
雪
時
の
対

策
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
桁
下
の
高
さ
は
、
計

画
高
水
位
よ
り
二
メ
ー
ト
ル
以

上
必
要
の
た
め
、
当
初
設
計
で

は
五
・
二
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る

予
定
だ
っ
た
が
、
見
直
し
を
県

に
申
し
出
た
結
果
、
現
在
の
高

さ
と
な
っ
た
。
今
後
、
降
雪
時

の
融
雪
、
除
雪
の
対
応
は
、
県

へ
滑
り
止
め
舗
装
の
要
望
や
、

降
雪
時
の
出
動
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

職
員
の
人
件
費�

緊
急
地
域
雇
用
事
業�

運
動
公
園
脇
新
駅
設
置�

山
田
川
護
岸
工
事�

合
併
の
ビ
ジ
ョ
ン�

出
産
費
用
の
委
任
払
い�

介
護
施
設
の
見
直
し�
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（
市
民
活
動
支
援
課
）�

（
厚
生
総
合
病
院
）�

（
市
役
所
）�

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）�

　
　
　
　
男
女
平
等
条
例
を
早

急
に
制
定
で
き
な
い
の
か
。
ま

た
、
条
例
が
制
定
さ
れ
な
く
て

も
、
宣
言
は
で
き
る
の
か
。�

　
　
　
　
男
女
平
等
条
例
の
制

定
は
、
桐
生
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ

ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
平
成
十

六
年
ま
で
に
検
討
す
る
課
題
で

も
あ
り
、
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
の
制
定

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
制
定
を
視
野
に
入
れ
て
、

多
方
面
の
分
野
で
の
十
分
な
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

宣
言
に
つ
い
て
も
条
例
制
定
と

合
わ
せ
て
研
究
し
た
い
。�

　
　
　
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院

に
お
け
る
高
度
医
療
、
緊
急
医

療
の
現
況
に
つ
い
て
、
特
に
Ｍ

Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装

置
）
の
導
入
時
期
、
価
格
及
び

使
用
状
況
は
ど
う
な
の
か
。�

　
　
　
　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
は
平

成
六
年
六
月
で
、
二
億
三
千
百

万
円
で
購
入
し
た
。
ま
た
、
現

在
の
使
用
状
況
は
、
検
査
可
能

人
数
が
一
日
十
人
か
ら
十
二
人

で
あ
り
、
検
査
待
ち
が
緊
急
患

者
は
別
と
し
て
、
最
長
で
二
週

間
く
ら
い
待
つ
場
合
も
あ
る
。�

　
　
　
　
県
立
桐
生
青
少
年
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
の

仕
様
、
利
用
状
況
、
車
両
管
理

及
び
今
後
の
状
況
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。�

　
　
　
　
バ
ス
は
、
昭
和
六
十

二
年
六
月
に
四
十
二
人
乗
り
の

共
用
バ
ス
と
し
て
購
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
平
成
七
年
七
月

に
セ
ン
タ
ー
に
管
理
運
用
が
移

管
さ
れ
た
。
平
成
十
三
年
度
の

利
用
状
況
は
、
団
体
数
で
九
十

一
件
、
利
用
人
数
は
四
千
二
百

二
人
で
あ
る
。
年
間
利
用
実
人

数
の
約
三
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
。
管
理
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
の
車
検
と
三
ヶ
月
に
一

度
の
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い

る
が
、
老
朽
化
し
て
お
り
、
新

規
購
入
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
る
。�

　
　
　
　
合
併
は
桐
生
市
の
五

十
年
、
百
年
先
を
見
据
え
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
そ

の
方
向
性
を
決
め
る
う
え
で
、

県
下
で
最
も
充
実
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、
三
十
年
続
い
た
桐
生

広
域
圏
の
合
併
の
話
が
な
ぜ
進

ま
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
太

田
市
と
の
合
併
の
話
が
唐
突
に

で
た
よ
う
だ
が
、
広
域
圏
合
併

の
総
括
が
す
ん
で
か
ら
、
次
に

進
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
市

民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
広
域
圏
一
市
三
町
三

村
で
の
合
併
問
題
は
、
か
ね
て

か
ら
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
桐
生
市
で
は
合
併

調
査
室
を
設
置
し
、
広
域
圏
の

担
当
者
の
研
究
会
で
、
八
百
に

及
ぶ
項
目
の
検
討
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広
域
圏
を

重
視
し
て
き
た
。
太
田
と
の
合

併
の
話
も
、
庁
内
で
の
様
々
な

議
論
の
中
で
の
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
三
十
年
の
実
績
が

あ
る
広
域
圏
を
考
え
る
と
一
番

自
然
体
と
重
視
し
て
き
た
。
太

田
の
任
意
協
議
会
は
一
市
五
町

で
構
成
し
て
い
る
が
、
当
面
は

桐
生
と
太
田
の
合
併
研
究
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
準
備
が
で
き

次
第
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
。�

　
　
　
　
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に

関
し
、
改
正
社
会
福
祉
事
業
法

の
平
成
十
五
年
四
月
施
行
に
伴

い
、
「
措
置
制
度
」
か
ら
「
支

援
費
制
度
」
に
移
行
さ
れ
る
が
、

そ
の
制
度
の
概
要
と
費
用
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。�

　
　
　
　
「
支
援
費
制
度
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
支
援
と
い
う

面
だ
け
で
な
く
、
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

手
を
特
定
し
、
内
容
を
決
定
す

る
「
措
置
制
度
」
か
ら
障
害
者

自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

契
約
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
費
用
徴
収
制
度
に

お
け
る
費
用
負
担
と
著
し
く
異

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、

設
定
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。�

　
　
　
　
市
町
村
合
併
に
関
し
、

市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い

情
報
の
提
供
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
な
の
か
。�

　
　
　
　
市
民
に
対
し
て
わ
か

り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
、
そ

の
意
向
を
聞
き
、
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
広
報
き
り

ゅ
う
に
は
昨
年
か
ら
計
十
六
回
、

合
併
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

た
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
各
種
情
報
を
掲
載
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

質
問�

質
問�

質
問�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

　
　
　
　
地
域
産
業
を
守
る
た

め
に
、
実
状
把
握
と
中
小
企
業

の
要
求
を
反
映
し
た
対
政
府
要

求
の
実
現
に
つ
い
て
、
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
七
月
時

点
の
市
内
事
業
者
数
は
、
七
千

六
百
七
十
三
事
業
所
で
あ
り
、

平
成
八
年
よ
り
千
三
百
三
十
二

事
業
所
が
減
少
し
、
負
債
総
額

も
大
幅
増
で
あ
り
、
大
変
厳
し

い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
産
学
官
・
研
究
機

関
と
連
携
し
た
新
製
品
の
開
発

な
ど
で
市
内
事
業
所
を
応
援
し

て
い
る
。
今
後
と
も
国
の
か
じ

取
り
に
期
待
す
る
中
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。�

男
女
平
等
条
例�

地
域
産
業
を
守
る�

質
問�

答
弁�

高
度
・
緊
急
医
療
の
状
況�

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
バ
ス�

合
併
問
題�

障
害
者
サ
ー
ビ
ス�

合
併
の
情
報
提
供�
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　数年前から年１、２回は必ず定例会一般質問の傍聴
へ参加し、行政に対しての関心を深めてきた。桐生市
も先行きの見えない経済、高い失業率、税金問題など
家庭生活に暗い影を落とす出来事が続いている。�
　そこで、平成１４年１２月１９日午前１０時、議員
の活動や、市政執行状況見解を知るため、議事堂へ足
を運んだ。午前中、３議員の１３項目の質問に対して、
市長、担当部長の答弁があったが、双方とも綿密に調
査し資料を整えての質疑応答だったので判り易かった。
また、お互いに自然体で進行する態度に好感を持った。
特に私が関心を持って聞いていたのは、競艇事業と合
併問題であった。二つとも今後の桐生市発展に関する
重大な問題事項である。議員と市長は、膝を交え時間
をかけて会議をし、出前講座も実施して、住民が納得
する行政をお願いしたいと痛感した。桐生市の基本理
念である「元気」「安心」「心豊か」も一層推し進め
て頂きたいものである。�
　終わりに、一人でも多く市議会傍聴へ参加すること
を切に希望する者です。�

　
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日

か
ら
市
議
会
議
員
の
定
数
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
定
例

会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

�

条
例
施
行
日�

　
　
平
成
十
五
年
一
月
一
日�

　
こ
の
定
例
会
で
、
可
決
さ
れ

た
主
な
議
案
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。�
����

○
桐
生
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�
�

�

条
例
施
行
日�

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日�

�

���

○
町
の
区
域
の
変
更
及
び
字
の

廃
止
に
つ
い
て�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�����

○
桐
生
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�

�
�

条
例
施
行
日�

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日�

金子　照子さん�
（広沢町一丁目）�

手
数
料
条
例
の�

　
　
　
　
一
部
改
正�

町
の
区
域
変
更
、�

　
　
　
　
字
の
廃
止�

水
道
事
業
給
水
条
例
の�

　
　
　
　
　
一
部
改
正�

桐生市議会議員�
　　　　　定数条例�

整備された巴町付近�

市
議
会
議
事
堂�
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平
成
十
四
年
第
一
回
臨
時
会
は
、
十
一
月
二

十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
五
日
ま
で
の
四
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
桐
生
市
営
競
艇
開
催
予

定
で
あ
っ
た
二
節
十
一
日
間
の
開
催
が
、
関
東

開
発
株
式
会
社
の
一
方
的
な
三
連
勝
式
機
器
導

入
工
事
に
よ
る
施
設
閉
鎖
に
よ
り
開
催
不
能
と

な
り
、
桐
生
市
は
開
催
中
止
に
伴
う
損
害
を
こ

う
む
っ
た
。
こ
の
た
め
関
東
開
発
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
笹
川
和
弘
に
対
し
、
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
す
る
た
め
、
訴
え
の

提
起
に
つ
い
て
及
び
平
成
十
四
年
度
競
艇
事
業

特
別
会
計
補
正
（
第
一
号
）
の
二
件
の
審
議
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

◎
補
正
額
・
・
・
八
百
五
十
万
円
の
増
額�

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部（要旨）を掲載
しています。詳しくは、図書館で会議録をご覧ください。平
成14年第４回定例会の会議録は、３月上旬からご覧になれま
す。また、桐生市のホームページでも、ご覧いただけます。�

月 日（火）です。�

　
市
議
会
は
、
次
の
人
事�

案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。�

「乳幼児医療費の無料化を国としておこなうこ�
とを求める」意見書提出の請願�

　この定例会では、請願１４件の審議を行い、�
次のとおり閉会中の継続審査としました。�

◎閉会中の継続審査となった請願�

４０号�

３７号�

４１号�

４２号�

４３号�

４４号�

４５号�

国民への大増税反対の意見書採択を求め�
る請願�

暫定セーフガード発動三品目の即時本発�
動と他品目のセーフガード発動を求める�
請願�

中小企業に対する大増税反対の意見書採�
択を求める請願�

パート労働者及び有期契約労働者の適正�
な労働条件の整備及び均等待遇を求める�
意見書採択請願�

ＩＬＯ第１７５号条約及びＩＬＯ第１１１号�
条約の早期批准を求める意見書採択請願�

一般林政予算の拡充に関する意見書の提�
出を求める請願�

利根下流流域の林業活性化と大間々事務�
所存続の意見書提出を求める請願�

３０号�

３３号�

３４号�

３５号�

４６号�

４７号�

４８号�基礎年金の国庫負担割合３分の１から２分の１�
へと早急に引き上げを求める意見書採択請願�

群馬大学教育学部の存置に関する意見書の採択�
を求める請願�

物価スライドの凍結解除による年金の減額をは�
じめ、年金制度の改悪に反対し、最低保障年金�
制度の創設を求める請願�

「３０人学級の具体化をすすめ、公立高等学校�
の学級削減・統廃合をやめ、地域の高校として�
の存続と充実をはかることを求める」意見書採�
択についての請願�

「公立高等学校教職員の正規定数確保と新採用�
者の拡大を求める」意見書採択についての請願�

介護保険の保険料・利用料の減免と特別養護老�
人ホーム待機者をなくすことを求める請願�

人
事
案
件�

木
　
村
　
志
津
子
　
氏�

　
　
　
　
　
　
（
新
任
）�

桐生競艇場�
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　現在、政府が進めている「不良債権の最終処理」は、
連鎖倒産や失業者の激増などが予想され、地域経済や中
小企業経営への深刻な影響が危惧されている。金融庁は
「金融検査マニュアル別冊」を出し、金融機関の検査に
おいて中小企業に配慮する具体事例を例示している。中
小企業に対しては、中小企業向けの新たな「金融検査マ
ニュアル」が作成・運用されない限り中小企業への貸し
出し抑制の危惧は払拭されない。�
　また、ペイオフ解禁は、２００５年４月からと２年延
期されたが、ペイオフの対象となっている地方自治体の
公金預金は、地域住民の生活と経済に直結した資金であ
り、中小企業向け制度融資の原資ともなっている。ペイ
オフ解禁による公金預金保護のための資金移動は、地域
金融機関への不安をあおり、地域経済の混乱を招く恐れ
がある。�
　さらに、金融問題を根本的に解決するためには、地域
と中小企業への円滑な資金供給に努力する金融機関を公
的に評価、情報の開示をし、地域と中小企業との共栄共
存をはかる金融機関として支援し育て、企業への融資を
物的担保優先や連帯保証による割合を減らし、中小企業
の潜在能力や事業性を重視する融資に拡大するとともに、
貸し手と借り手の公正な取引関係の確立を目指すことを
目的とする金融アセスメント法の制定が求められている。�
　よって、国においては、金融アセスメント法を早急に
制定するとともに、次の事項の方策を早急に講じるよう
強く要望する。�
　　　　　　　　　　　記�
１　地方自治体の公金預金は、固定性、流動性を問わず、
　　ペイオフの対象から除外し、全額保護する措置を早
　　急にとること。�
２　不良債権の最終処理にあたっては、中小企業と地域
　　経済への影響を最小限とする方策を講じること。�
３　金融庁は、地域と中小企業の実態にあった「金融検
　　査マニュアル」を作成し、中小企業に適用すること。�
�

　群馬県は、１人当たりの乗用車保有台数、自動車免許保
有率が全国１位であり、自動車が県民の日常生活に欠くこ
とのできない移動手段になっている。�
　このため、桐生市においても主要幹線道路を中心に著し
い交通渋滞が発生し、市民生活や経済活動に大きな影響を
与えている。一方、山間地域の道路では、異常気象時には、
土砂崩れ、地滑りなどの災害が発生する恐れがあり、通行
を制限しなければならない区間が数多くある。�
　また、歩行者、自転車利用者、障害者などの、全ての人
々が快適、安全、安心に利用できる道路環境の整備が強く
求められている。�
　このような状況から、道路予算を確保し、今後とも引き
続き道路整備の推進が必要である。�
　よって、国におかれては、桐生市の特性や事情を考慮し
た道路整備が推進できるよう、次の事項について特段の配
慮を願いたく強く要望する。�
　　　　　　　　　　　記�
１　桐生市にとっては、道路整備のための長期的、安定的
　　な財源確保が今後とも不可欠である。このための必要
　　な施策を講じられたい。�
２　首都圏の都市がそれぞれ特色ある発展をするために、
　　北関東自動車道の建設を凍結することなく早期完成を
　　図られたい。�
３　広域幹線道路である国道５０号の未整備区間である前
　　橋笠懸道路の早期四車線化整備を図られたい。�
４　桐生市の調和のとれた発展と近隣都市との均衡ある道
　　路ネットワーク整備推進のための支援を願いたい。�
�

　道路関係四公団民営化推進委員会の中間整理が、去る８
月３０日内閣総理大臣に対して報告された。この中で、「国
土交通大臣及び日本道路公団は、直ちに、高速自動車国道
の施行命令の全面執行について、凍結・規格の見直しを含
む再検討を行う。」とされている。�
　桐生市にとって北関東自動車道は、生き生きとした特色
のある地方都市圏を形成するための大動脈として、極めて
重要な基幹施設である。�
　よって、国においては、本路線の建設を凍結することな
く整備促進を図られるよう、下記事項について特段の配慮
を賜りたく強く要望する。�
　　　　　　　　　　　記�
１　北関東自動車道の建設を工事進捗率や採算性のみで、
　　凍結することなく早期の完成を図られたい。�
２　北関東自動車道の沿線である群馬県東部地域は、北関
　　東を代表する工業集積地であり、本路線の開通を予定
　　した新たなまちづくりが、随所で展開されている。こ
　　うした実情を把握し、国においては、責任を持って整
　　備を継続されるよう強く求める。�
３　高速自動車道路は、ネットワーク化により、初めて絶
　　大な効果が発揮される。そのために、常磐・東北・関
　　越・上信越自動車道等に繋がる「関東環状道路」の形
　　成路線として、北関東自動車道の整備を国は着実に実
　　施されたい。�
�

ぐ�

ちょく�

つな�

ぐ� しょく�


